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第
２
２
１
特
別
国
会
は
１８

日
召
集
さ
れ
、
高
市
早
苗
首

相
（
自
民
党
総
裁
）
が
第
１

０
５
代
首
相
に
選
出
さ
れ

た
。ま

た
こ
れ
に
先
立
ち
衆
議

院
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
漁

港
漁
場
漁
村
整
備
促
進
議
員

連
盟
の
副
会
長
で
あ
る
森
英

介
議
員
が
第
８１
代
衆
議
院
議

長
に
選
出
さ
れ
た
。
な
お
、

第
１
次
高
市
内
閣
の
全
閣
僚

が
再
任
さ
れ
、
皇
居
で
の
首

相
親
任
式
と
閣
僚
認
証
式
を

経
て
第
２
次
高
市
内
閣
が
発

足
し
た
。

１９
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時

閣
議
で
は
、
副
大
臣
・
大
臣

政
務
官
人
事
に
つ
い
て
全
員

の
再
任
が
決
定
さ
れ
た
。

漁
港
漁
場
整
備
促
進
議
員

連
盟
か
ら
は
、
農
林
水
産
省

で
は
、
副
大
臣
に
根
本
幸
典

衆
議
院
議
員
、
山
下
雄
平
参

議
院
議
員
が
、
大
臣
政
務
官

に
山
本
啓
介
参
議
院
議
員
が

就
く
と
と
も
に
、
林
芳
正
総

務
大
臣
、
平
口
洋
法
務
大
臣
、

赤
澤
亮
正
経
済
産
業
大
臣
・

原
子
力
経
済
被
害
担
当
・
Ｇ

Ｘ
実
行
推
進
担
当
・
産
業
競

争
力
担
当
・
国
際
博
覧
会
担

当
・
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉

等
支
援
機
構
）
、
金
子
恭
之

国
土
交
通
大
臣
・
水
循
環
政

策
担
当
・
国
際
園
芸
博
覧
会

担
当
、
牧
野
た
か
お
復
興
大

臣
・
福
島
原
発
事
故
再
生
総

括
担
当
・
防
災
庁
設
置
準
備

担
当
・
国
土
強
靱
化
担
当
、

城
内
実
日
本
成
長
戦
略
担
当

・
賃
上
げ
環
境
整
備
担
当
・

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
担
当
・
全

世
代
型
社
会
保
障
改
革
担
当

・
感
染
症
危
機
管
理
担
当
・

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
経

済
財
政
政
策
、
規
制
改
革
）

の
６
名
が
入
閣
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
他
副
大
臣
に

は
瀬
戸
隆
一
復
興
副
大
臣
兼

内
閣
府
副
大
臣
、
岩
田
和
親

内
閣
府
副
大
臣
、
津
島
淳
内

閣
府
副
大
臣
、
舞
立
昇
治
財

務
副
大
臣
、
中
村
裕
之
文
部

科
学
副
大
臣
、
佐
々
木
紀
国

土
交
通
副
大
臣
、
酒
井
庸
行

国
土
交
通
副
大
臣
兼
内
閣
府

副
大
臣
兼
復
興
副
大
臣
の
７

名
が
、
大
臣
政
務
官
に
は
金

子
容
三
内
閣
府
大
臣
政
務

官
、
向
山
淳
総
務
大
臣
政
務

官
、
梶
原
大
介
総
務
大
臣
政

務
官
、
福
山
守
法
務
大
臣
政

務
官
、
�
橋
は
る
み
財
務
大

臣
政
務
官
、
栗
原
渉
厚
労
大

臣
政
務
官
、
加
藤
竜
祥
国
交

大
臣
政
務
官
、
上
田
英
俊
国

交
大
臣
政
務
官
兼
内
閣
府
大

臣
政
務
官
兼
復
興
大
臣
政
務

官
、
若
林
洋
平
防
衛
大
臣
政

務
官
、
吉
田
真
次
防
衛
大
臣

政
務
官
兼
内
閣
府
大
臣
政
務

官
の
１１
名
が
就
任
し
て
い

る
。

第
６７
回
漁
港
漁
場
協
会
事

務
担
当
者
連
絡
協
議
会
が
、

２
月
４
日
午
後
２
時
か
ら
東

京
神
田
の
エ
ッ
サ
ム
神
田
１

号
館
会
議
室
で
、
都
道
府
県

漁
港
漁
場
協
会
の
役
職
員
等

約
６０
名
が
集
ま
り
開
催
さ
れ

た
。開

会
に
あ
た
り
田
中
郁
也

全
国
漁
港
漁
場
協
会
会
長
が

挨
拶
し
、
「
二
点
お
話
し
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
。
一
点
目

は
報
告
だ
が
、
先
月
１２
月
２６

日
に
令
和
８
年
度
の
政
府
予

算
が
概
算
決
定
さ
れ
、
政
府

案
と
し
て
現
在
国
会
に
提
出

さ
れ
た
と
い
う
状
況
に
な
っ

て
い
る
。
数
字
を
申
し
上
げ

る
と
、
令
和
８
年
度
の
水
産

基
盤
整
備
予
算
は
７
３
８
億

円
、
前
年
予
算
が
７
３
１
億

円
だ
っ
た
の
で
金
額
で
７
億

円
、
率
で
１
ポ
イ
ン
ト
増
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ

に
先
立
ち
成
立
し
た
令
和
７

年
度
の
補
正
予
算
が
３
３
９

億
円
、
こ
れ
も
前
年
度
の
６

年
度
補
正
予
算
と
比
べ
る

と
、
金
額
で
１９
億
円
の
増
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
関
連

対
策
と
し
て
漁
港
機
能
増
進

事
業
や
海
業
振
興
支
援
事
業

な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
補
正
と

当
初
を
合
わ
せ
る
と
、
各
地

の
要
請
に
し
っ
か
り
応
え
て

い
け
る
金
額
を
確
保
し
て
い

た
だ
い
た
。
水
産
庁
の
皆
様

の
頑
張
り
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
私
ど
も
が
昨
年
か
ら

取
り
組
ん
で
き
た
漁
港
漁
場

大
会
や
全
国
要
請
活
動
な
ど

予
算
確
保
の
運
動
が
一
定
の

成
果
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え

て
お
り
、
大
変
あ
り
が
た
い

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

二
点
目
は
本
日
の
会
議
の

あ
ら
ま
し
だ
が
、
今
年
度
の

事
業
報
告
と
併
せ
て
、
来
年

度
の
事
業
計
画
と
会
費
の
見

直
し
も
含
め
説
明
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
。
特
に
会
費
に
つ

い
て
は
、
昨
年
か
ら
説
明
を

重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
だ
が
、

本
日
も
こ
の
あ
と
、
私
た
ち

の
活
動
が
ど
の
よ
う
な
形
で

予
算
等
と
し
て
実
を
結
び
、

そ
し
て
各
地
の

事
業
な
ど
に
役

に
立
っ
て
き
た

の
か
を
説
明
し

た
い
。
こ
れ
ら

の
活
動
の
成
果

に
対
す
る
ご
理

解
が
、
会
費
の

見
直
し
へ
の
ご

理
解
に
つ
な
が

れ
ば
と
い
う
思

い
で
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

皆
様
方
と
し
っ
か
り
と
意

思
疎
通
を
図
り
、
同
じ
目
的

意
識
を
持
っ
て
、
協
会
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
が
何
よ
り

大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
の

で
、
本
日
の
会
議
で
の
や
り

と
り
を
通
じ
て
、
こ
う
い
っ

た
意
識
の
共
有
が
で
き
れ
ば

大
変
あ
り
が
た
い
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
来
年
の
協
会
活

動
は
、
し
っ
か
り
と
皆
様
と

情
報
共
有
し
、
そ
し
て
早
め

の
相
談
、
風
通
し
の
良
い
協

会
運
営
に
努
め
て
い
く
考
え

で
す
。
ま
た
、
本
日
の
会
議

と
会
議
後
の
意
見
交
換
会
に

は
水
産
庁
幹
部
の
皆
様
も
参

加
し
て
い
た
だ
く
の
で
、
こ

の
機
会
に
意
見
交
換
を
重
ね

て
い
け
た
ら
と
思
う
」
と
述

べ
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
中
村
隆

漁
港
漁
場
整
備
部
長
が
挨
拶

し
た
後
、
田
中
会
長
が
活
動

報
告
及
び
令
和
８
年
度
の
運

営
方
針
等
と
し
て
①
７
年
度

活
動
報
告
②
活
動
成
果
③
８

年
度
活
動
方
針
④
情
報
提
供

・
要
望
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

議
事
に
入
り
、
全
国
漁
港

漁
場
協
会
の
令
和
７
年
度
事

業
報
告
、
令
和
８
年
度
事
業

計
画
案
及
び
会
費
案
、
第
７５

回
全
国
漁
港
漁
場
大
会
の
概

要
（
案
）
等
に
つ
い
て
事
務

局
が
資
料
に
基
づ
き
説
明
し

た
。ま

た
、
今
年
３
月
６
日
に

開
催
さ
れ
る
令
和
７
年
度
漁

港
漁
場
講
習
会
、
漁
港
漁
場

月
報
及
び
機
関
誌
「
漁
港
漁

場
」
な
ど
の
概
要
等
に
つ
い

て
説
明
等
を
行
う
と
と
も

に
、
本
会
の
運
営
等
に
関
す

る
ご
意
見
・
ご
要
望
等
に
対

す
る
回
答
に
つ
い
て
概
要
を

紹
介
し
た
。
出
席
者
と
の
質

疑
応
答
の
後
、
水
産
庁
計
画

・
海
業
政
策
課
計
画
班
の
劔

崎
聖
生
課
長
補
佐
か
ら
「
次

期
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画

に
係
る
検
討
状
況
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
っ

た
。
会
議
終
了
後
に
情
報
交

換
会
が
行
わ
れ
、
水
産
庁
漁

港
漁
場
整
備
部
か
ら
中
村
部

長
、渡
邉
浩
二
計
画
・
海
業
政

策
課
長
、
的
野
博
行
事
業
課

長
、新
村
耕
太
防
災
漁
村
課
長
、

高
原
裕
一
水
産
施
設
災
害
対

策
室
長
も
参
加
し
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

水
産
庁
は
第
３
回
海
業
推

進
全
国
協
議
会
を
東
京
・
霞

が
関
の
農
林
水
産
省
で
１
月

２２
日
（
木
）
に
開
催
し
た
。

冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
鈴
木

憲
和
農
林
水
産
大
臣
は
、
復

興
に
取
り
組
む
宮
城
県
石
巻

市
蛤
浜
を
訪
れ
漁
業
体
験
を

し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露

し
、
「
こ
う
し
た
体
験
に
料

金
を
支
払
い
、
そ
れ
が
浜
の

稼
ぎ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

大
事
。
海
業
は
水
産
業
の
基

盤
で
あ
る
漁
村
の
所
得
向
上

と
雇
用
の
促
進
だ
け
で
な

く
、
海
の
価
値
を
生
か
し
切

る
取
り
組
み
だ
と
思
う
。
農

水
省
と
し
て
も
主
体
性
を
持

っ
て
海
業
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
力
強

く
語
っ
た
。

議
事
で
は
水
産
庁
漁
港
漁

場
整
備
部
計
画
・
海
業
政
策

課
の
染
川
洋
海
業
振
興
室
長

が
、
海
業
推
進
に
向
け
た
政

策
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

昨
年
１０
月
に
水
産
庁
が
全

国
の
漁
協
を
対
象
に
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
海
業

の
今
後
の
展
開
に
あ
た
り
①

人
手
・
人
材
不
足
②
資
金
確

保
や
収
益
化
の
困
難
さ
③
海

業
に
関
す
る
知
見
や

ノ
ウ
ハ
ウ
、
支
援
不

足
―
―
と
い
っ
た
課

題
が
明
確
と
な
っ

た
。染

川
室
長
は
こ
れ

に
対
し
、
官
民
連
携

海
業
振
興
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
（
試
行
運
用

中
）
や
中
間
支
援
組

織
の
活
用
を
促
し
た

ほ
か
、
作
成
中
の
海

業
に
取
り
組
む
た
め

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な

ど
を
紹
介
し
た
。

「
地
消
地
産
」
で
地
域
外

へ
の
資
金
流
出
減
ら
す

玉
川
大
学
観
光
学
部
の
谷

脇
茂
樹
教
授
は
「
海
業
で
漁

業
・
漁
村
を
元
気
に
」
と
題

し
て
基
調
講
演
し
た
。
人
の

移
動
が
も
た
ら
す
経
済
効
果

を
地
域
に
ど
う
取
り
込
ん
で

い
く
の
か
、
海
業
を
ツ
ー
ル

に
課
題
解
決
へ
つ
な
げ
る
ヒ

ン
ト
を
示
し
た
。

谷
脇
教
授
は
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
に
は
「
環
境
」
「
社
会
文

化
」
「
経
済
」
の
３
つ
の
領

域
で
適
切
な
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
と

し
、
そ
の
上
で
「
地
域
で
消

費
さ
れ
る
も
の
を
地
域
で
生

産
す
る
『
地
消
地
産
』
に
よ

り
地
域
外
に
出
て
い
く
お
金

を
減
ら
し
、
交
流
人
口
か
ら

お
金
を
獲
得
す
る
こ
と
が
重

要
」
と
説
明
。

ま
た
、
海
業
を
推
進
す
る

上
で
、
海
業
に
よ
る
地
域
へ

の
経
済
効
果
や
関
連
産
業
へ

の
経
済
効
果
を
図
る
た
め
の

仕
組
み
を
創
造
す
る
必
要
性

を
指
摘
し
、
「
地
域
外
に
流

出
し
た
仕
入
れ
原
価
や
人
件

費
に
つ
い
て
も
考
え
る
こ
と

が
重
要
」
と
強
調
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
由
良
地
域
協

議
会
「
ゆ
ら
ま
ち
っ
く
戦
略

会
議
」（
山
形
県
鶴
岡
市
）
の

齋
藤
勝
三
会
長
、
ブ
ル
ー
パ

ー
ク
阿
納
（
福
井
県
小
浜
市
）

の
岸
本
昇
事
務
局
長
、
フ
ィ

ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

（
宮
城
県
石
巻
市
）の
長
谷
川

琢
也
Ｃ
ｏ
―
Ｆ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ

ｒ
、
海
に
学
ぶ
体
験
活
動
協

議
会
（
Ｃ
Ｎ
Ａ
Ｃ
、
北
海
道

小
樽
市
）
の
大
塚
英
治
副
代

表
理
事
が
事
例
報
告
し
た
。

水
産
庁
は
令
和
７
年
度
磯

焼
け
対
策
全
国
協
議
会
を
都

内
で
１
月
３０
日
開
催
し
、
磯

焼
け
対
策
に
取
り
組
む
地
域

か
ら
の
報
告
と
、
藻
場
保
全

・
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
に
関
す

る
話
題
提
供
を
行
っ
た
。
藻

場
保
全
に
取
り
組
む
関
係
者

約
３
６
０
人
が
全
国
か
ら
参

加
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い

さ
つ
し
た
水
産
庁
の
中
村
隆

漁
港
漁
場
整
備
部
長
は
、
磯

焼
け
の
拡
大
や
藻
場
保
全
の

担
い
手
減
少
と
い
っ
た
課
題

と
、
藻
場
が
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ

ン
生
態
系
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
状
況
に
触
れ
、
「
引

き
続
き
政
府
全
体
で
藻
場
保

全
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と

も
に
、
多
様
な
主
体
の
参
画

を
後
押
し
し
、
持
続
可
能
な

取
り
組
み
に
つ
な
げ
た
い
。

海
洋
環
境
変
化
へ
の
対
応
に

向
け
、
技
術
的
な
研
究
も
進

め
て
い
く
」
と
語
っ
た
。

地
域
か
ら
の
報
告
で
は
、

長
崎
県
の
五
島
漁
協
富
江
支

所
の
馬
場
一
哉
氏
が
改
良
型

仕
切
り
網
の
施
工
・
製
作
に

つ
い
て
説
明
。
大
分
県
中
部

振
興
局
農
山
漁
村
振
興
部
水

産
班
の
中
尾
拓
貴
氏
が
大
分

県
漁
協
津
久
見
支
店
の
藻
場

保
全
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

報
告
し
た
。

Ｆ
Ａ
Ｂ
Ｏ
（
Ｆ
Ｏ
Ｒ

Ａ

Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ

Ｏ
Ｃ
Ｅ
Ａ

Ｎ
）
の
榎
本
さ
や
か
氏
と
三

和
漁
協
城
ヶ
島
支
所
の
石
橋

英
樹
氏
は
、
漁
業
者
と
市
民

で
取
り
組
む
藻
場
保
全
活
動

を
紹
介
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
藻
場
保
全
と

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
に
関
す
る

話
題
提
供
も
あ
っ
た
。

令和８年２月１５日 発行
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漁港は魚の保育園

第第
二二
次次
高高
市市
内内
閣閣
がが
発発
足足

海業推進全国協議会の様子

�����	
��

衆
議
院
議
長
に
森
英
介
氏

大
臣
・
副
大
臣
・
大
臣
政
務
官
全
員
が
再
任

山下農林水産副大臣

根本農林水産副大臣

森衆議院議長

第３回

海
業
推
進
全
国
協
議
会
を
開
催

水
産
庁

「
海
の
価
値
を
生
か
し
切
る
」

漁 港 漁 場 月 報

事
務
担
当
者
連
絡
協
議
会
を
開
催

～
全
国
漁
港
漁
場
協
会
～

磯磯焼焼けけ対対策策全全国国協協議議会会をを開開催催

磯焼け対策全国協議会の様子

令和７年度

水産庁

漁港漁場月報のバックナンバーは

左のＱＲコードから読むことができます

挨拶する田中会長
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海業推進全国協議会を開催
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水
産
庁
は
「
令
和
７
年
度

漁
港
漁
場
関
係
担
当
課
長
会

議
」
を
農
林
水
産
省
７
階
講

堂
で
２
月
３
日
１３
時
か
ら
開

催
し
た
。
都
道
府
県
の
担
当

課
長
な
ど
参
加
し
た
多
数
の

関
係
者
に
対
し
、
水
産
庁
担

当
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
藤
田

仁
司
水
産
庁
長
官
が
挨
拶
し

「
自
治
体
に
お
い
て
専
門
的

知
識
を
持
つ
職
員
が
減
少
す

る
一
方
、
災
害
頻
度
が
増
し

て
い
る
。
ど
こ
の
地
域
で
災

害
が
発
生
し
て
も
、
他
人
ご

と
で
は
な
く
、
速
や
か
な
復

旧
に
向
け
て
関
係
機
関
や
自

治
体
間
で
の
協
力
が
必
要
」

と
呼
び
か
け
た
。

ま
た
、
「
令
和
９
年
春
の

新
た
な
水
産
基
本
計
画
と
漁

港
漁
場
整
備
長
期
計
画
の
閣

議
決
定
に
向
け
て
、
将

来
を
見
通
し
た
計
画
と

す
べ
く
、
庁
内
で
検
討

を
進
め
て
い
る
」
と
報

告
し
た
。

議
事
に
入
り
、
計
画

・
海
業
政
策
課
、
事
業

課
、
防
災
漁
村
課
が
そ

れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。

議
事
終
了
後
に
挨
拶

し
た
中
村
隆
漁
港
漁
場

整
備
部
長
は
「
令
和
７

年
度
補
正
予
算
の
速
や

か
な
執
行
と
、
８
年
度
当
初

予
算
の
速
や
か
な
実
施
に
向

け
た
準
備
を
お
願
い
し
た

い
。ま
た
、市
町
村
の
技
術
者

不
足
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
本
日
参
加
し
た
都

道
府
県
の
方
々
に
は
市
町
村

へ
の
助
言
を
お
願
い
す
る
。

国
・
県
・
市
町
村
、
漁
協
一

体
と
な
っ
て
水
産
行
政
を
進

め
て
い
き
た
い
」と
語
っ
た
。

議
事
の
内
容
は
次
の
通

り
。〈

計
画
・
海
業
政
策
課
〉

・
計
画
・
海
業
政
策
課
所
管

業
務
に
つ
い
て
／
計
画
・
海

業
政
策
課
長

渡
邉
浩
二

・
令
和
８
年
度
予
算
概
算
決

定
等
の
概
要
（
水
産
基
盤
整

備
関
係
事
業
）
／
事
業
班
長

首
藤
敦

・
漁
港
機
能
増
進
事
業
に
つ

い
て
／
計
画
官

三
島
康
郎

・
漁
村
整
備
事
業
及
び
農
山

漁
村
地
域
整
備
交
付
金
等
の

漁
村
関
係
予
算
に
つ
い
て
／

環
境
整
備
班
長

朝
倉
邦
友

・
海
業
振
興
等
に
つ
い
て
／

海
業
企
画
班
長

成
田
賢

仁
、
海
業
・
利
用
調
整
班
長

塚
本
邦
芳

・
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画

及
び
事
業
評
価
等
に
つ
い
て

／
計
画
班
長

劔
崎
聖
生

〈
事
業
課
〉

・
事
業
課
所
管
業
務
に
つ
い

て
／
事
業
課
長

的
野
博
行

・
藻
場
・
干
潟
の
保
全
・
創

造
の
推
進
に
つ
い
て
、
海
藻

付
き
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
（
海
藻

種
苗
）
の
無
償
提
供
に
つ
い

て
／
機
能
高
度
化
班
長

田

中
健
治

・
水
産
基
盤
整
備
事
業
に
お

け
る
事
故
対
応
に
つ
い
て
、

漁
港
漁
場
関
係
補
助
事
業
等

の
実
施
に
つ
い
て
／
企
画
班

長

浜
崎
宏
正

・
水
産
基
盤
整
備
調
査
事
業

等
に
つ
い
て
／
漁
港
漁
場
専

門
官

岩
谷
あ
ゆ
み

・
新
技
術
の
活
用
促
進
と
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
推
進
協
議
会
に
つ

い
て
、
令
和
８
年
度
厳
し
い

環
境
条
件
下
に
お
け
る
サ
ン

ゴ
礁
の
保
全
・
回
復
に
向
け

た
漁
場
造
成
技
術
実
証
事
業

に
つ
い
て
／
設
計
班
長

田

村
真
弓

・
水
産
庁
の
直
轄
事
業
に
よ

る
漁
場
及
び
漁
港
の
整
備
に

つ
い
て
／
調
整
班
長

権
藤

純
一

・
水
産
基
盤
整
備
事
業
に
お

け
る
品
質
確
保
に
向
け
た
取

組
に
つ
い
て
／
施
工
積
算
班

長

後
藤
正
典

・
会
計
実
地
検
査
に
つ
い
て

／
上
席
漁
港
漁
場
専
門
官

金
田
拓
也

・
補
助
事
業
の
会
計
処
理
に

つ
い
て
／
総
括
班
長

丸
山

徳
仁

〈
防
災
漁
村
課
〉

・
防
災
漁
村
課
所
管
業
務
に

つ
い
て
／
防
災
漁
村
課
長

新
村
耕
太

・
令
和
８
年
度
漁
港
海
岸
事

業
予
算
等
に
つ
い
て
／
防
災

・
海
岸
班
長

浜
辺
隆
博

・
令
和
８
年
度
漁
港
関
係
災

害
復
旧
等
事
業
予
算
に
つ
い

て
、
令
和
７
年
の
災
害
概
要

に
つ
い
て
、
災
害
発
生
時
の

初
動
対
応
に
つ
い
て
／
災
害

調
整
班
長

木
村
智
也

・
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
及

び
浜
の
活
力
再
生
広
域
プ
ラ

ン
に
つ
い
て
、
農
泊
（
渚
泊
）

推
進
対
策
に
つ
い
て
／
推
進

班
長

蓬
田
正
道

・
水
産
業
競
争
力
強
化
緊
急

施
設
整
備
事
業
及
び
浜
の
活

力
再
生
・
成
長
促
進
交
付
金

（
水
産
業
強
化
支
援
事
業
）

に
つ
い
て
／
構
造
改
善
施
設

班
長

粕
谷
泉

・
漁
場
生
産
力
・
水
産
多
面

的
機
能
強
化
対
策
事
業
に
つ

い
て
／
企
画
班
長

百
瀬
善

範・
離
島
漁
業
再
生
支
援
等
交

付
金
に
つ
い
て
／
漁
村
企
画

班
長

提
箸
真
弘

山
口
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
前
田
晋
太
郎
下
関

市
長
）で
は
、
１
月
２２
日（
木
）

に
山
口
県
庁
の
農
林
水
産
部

４
号
会
議
室
に
お
い
て
、
県

及
び
市
町
の
漁
港
漁
場
関
係

担
当
者
約
４０
名
の
参
加
に
よ

る
令
和
７
年
度
漁
港
漁
場
関

係
担
当
職
員
研
修

会
を
開
催
し
た
。

こ
の
研
修
会

は
、
山
口
県
と
山

口
県
漁
港
漁
場
協

会
の
共
催
に
よ
り

毎
年
度
開
催
し
て

い
る
も
の
で
、
今

回
で
４７
回
目
と
な

る
。研

修
会
は
、
主

催
者
を
代
表
し
て

田
中
泰
三
・
常
務

理
事
（
山
口
県
漁

港
漁
場
整
備
課

長
）
の
挨
拶
に
続
い
て
講
義

が
行
わ
れ
、
出
席
者
は
熱
心

に
聴
講
し
て
い
た
。

演
題
及
び
講
師
は
次
の
と

お
り
。

①
「
令
和
８
年
度
予
算
概
算

決
定
の
概
要
」
に
つ
い
て

山
口
県
漁
港
漁
場
整
備
課

整
備
班

主
査

熊
谷
聡
一

②
海
岸
事
業
、
漁
業
集
落

環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て

山
口
県
漁
港
漁
場
整
備
課

整
備
班

主
任

藏
重
聡
志

③
水
産
基
盤
整
備
事
業
に

つ
い
て

山
口
県
漁
港
漁
場
整
備
課

整
備
班

主
任

近
藤
圭
晃

④
漁
港
関
係
事
業
に
お
け

る
手
続
及
び
海
業
の
推
進
に

つ
い
て

山
口
県
漁
港
漁
場
整
備
課

計
画
班

主
査

末
永
真
一

⑤
漁
港
施
設
の
適
正
な
管

理
に
つ
い
て

山
口
県
漁
港
漁
場
整
備
課

漁
港
管
理
班

主
査

清
水

竜
介

（
一
社
）
長
崎
県
漁
港
漁

場
協
会
は
１
月
２１
日
、
「
な

が
さ
き
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｎ
・
ス

ク
ー
ル
」
を
ホ
テ
ル
セ
ン
ト

ヒ
ル
長
崎
で
開
催
し
た
。

こ
の
ス
ク
ー
ル
は
新
年
度

予
算
・
新
規
事
業
等
や
地
域

活
性
化
に
向
け
た
海
業
振
興

等
に
つ
い
て
、
最
新
情
報
の

共
有
を
図
る
た
め
会
員
等
関

係
者
を
対
象
に
実
施
し
た
も

の
で
、
約
１
１
０
名
が
参
加

し
た
。

今
回
の
ス
ク
ー
ル
は
長
崎

県
、
長
崎
県
市
長
会
、
長
崎

県
町
村
会
、
長
崎
県
海
区
漁

協
長
会
、
長
崎
県
漁
協
専
務

参
事
会
の
後
援
を
得
て
行
っ

た
。開

校
に
先
立
ち
主
催
者
を

代
表
し
比
田
勝
尚
喜
会
長
の

挨
拶
、
吉
田
誠
長
崎
県
水
産

部
長
の
来
賓
挨
拶
の
あ
と
、

参
加
者
は
講
師
７
名
の
熱
心

な
講
演
に
聞
き
入
っ
た
。

同
ス
ク
ー
ル
は
３
部
構
成

で
、
１３
時
～
１７
時
３０
分
ま
で

行
わ
れ
た
。

そ
の
演
題
と
講
師
は
次
の

通
り
。

○
第
１
部‥

令
和
８
年
度
水

産
庁
予
算
等
に
つ
い
て

・
令
和
８
年
度
水
産
基
盤
整

備
事
業
予
算
の
ポ
イ
ン
ト
と

次
期
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計

画
に
つ
い
て‥

水
産
庁
漁
港

漁
場
整
備
部
計
画

・
海
業
政
策
課
課

長
補
佐
首
藤
敦
氏

・
長
崎
県
の
漁
港

漁
場
整
備
と
海
業

振
興
に
つ
い
て‥

長
崎
県
水
産
部
参

事
監

不
動
雅
之

氏〇
第
２
部‥

海
業

の
推
進
に
つ
い
て

・
【
三
重
県
】
三

重
県
鳥
羽
市
に
お

け
る
海
業
の
取
組

事
例

（
１
）
鳥
羽
市
答
志
島
の「
人
」

「
海
」
「
漁
業
」
の
関
わ
り

‥

Ｊ
Ｆ
鳥
羽
磯
部
漁
業
協
同

組
合
常
務
理
事

濱
口
利
貴

氏（
２
）
Ｊ
Ｆ
鳥
羽
磯
部
の
「
漁

業
者
フ
ァ
ー
ス
ト
海
業
」
の

取
組
実
践
例
に
つ
い
て‥

Ｊ

Ｆ
鳥
羽
磯
部
漁
業
協
同
組
合

事
業
部
門
統
括
兼
戦
略
企
画

室
長

小
野
里
伸
氏

・
【
比
田
勝
港
・
浜
久
須
漁

港
】
上
対
馬
海
業
に
よ
る
地

域
振
興
へ
の
道‥

Ｊ
Ｆ
上
対

馬
町
漁
業
協
同
組
合
筆
頭
理

事

築
城
慎
一
氏

・
【
勝
本
港
】
辰
の
島
遊
覧

観
光
を
核
と
し
た
海
業
の
取

組
に
つ
い
て‥

Ｊ
Ｆ
勝
本
町

漁
業
協
同
組
合
参
事

小
畑

剛
氏

〇
第
３
部‥

漁
村
の
活
性
化

に
つ
い
て

・
漁
村
地
域
振
興
の
仕
組
み

づ
く
り
に
向
け
た
担
い
手
育

成
へ
の
挑
戦‥

（
株
）
は
ま

げ
ん
プ
ロ
セ
ス
ホ
ス
ト
・
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

野
瀬
瑠

美
氏

（
一
社
）
漁
港
漁
場
新
技

術
研
究
会
（
橋
本
牧
会
長
）

（
以
下
、
研
究
会
）
は
、
２

月
１２
日
に
東
京
神
田
の
エ
ッ

サ
ム
神
田
ホ
ー
ル
２
号
館
３

Ｆ
大
会
議
室
に
て
オ
ン
ラ
イ

ン
併
用
形
式
で
、
水
産
庁
、

都
道
府
県
・
市
町
村
、
会
員
、

民
間
企
業
等
を
対
象
に
、
第

１０
回
技
術
報
告
会
を
開
催
し

た
。
参
加
者
は
会
場
４１
名
、

Ｗ
ｅ
ｂ
参
加
１
１
５
名
で
、

こ
の
う
ち
都
道
府
県
・
市
町

村
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を

中
心
に
３４
名
が
参
加
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
橋
本
会

長
は
「
こ
れ
ま
で
も
国
土
強

靱
化
対
策
、
地
震
・
津
波
、

大
規
模
な
気
象
擾
乱
、
潮
位

の
上
昇
へ
の
備
え
、
老
朽
化

に
よ
る
災
害
の
拡
大
防
止
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ

ろ
、
さ
ら
に
取
組
を
進
め
て

行
き
た
い
。
次
期
漁
港
漁
場

整
備
長
期
計
画
に
向
け
て

は
、
少
し
で
も
我
々
の
ノ
ウ

ハ
ウ
で
活
用
で
き
る
も
の
が

あ
れ
ば
活
用
い
た
だ
き
た
く

議
論
し
て
参
り
た
い
。
本
日

は
、次
期
長
期
計
画
、研
究
部

会
活
動
、
評
価
民
間
技
術
な

ど
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
当

技
術
報
告
会
も
皆
様
の
支
援

に
よ
り
１０
回
目
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
。今
後
、益
々
努

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
て
い
る
」と
挨
拶
し
た
。

来
賓
の
水
産
庁
漁
港
漁
場

整
備
部
的
野
博
行
事
業
課
長

は
「
来
年
度
は
現
行
の
漁
港

漁
場
整
備
長
期
計
画
の
最
終

年
度
で
、
現
在
そ
の
進
捗
状

況
を
整
理
す
る
な
ど
、
次
期

長
期
計
画
の
検
討
を
開
始
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ご
意
見

等
を
頂
け
た
ら
あ
り
が
た

い
。
水
産
庁
と
貴
研
究
会
で

は
、
令
和
４
年
度
か
ら
連
絡

会
議
を
設
置
し
活
発
に
情
報

交
換
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

新
し
い
技
術
を
適
切
に
現
場

に
適
用
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
お
り
、
技
術
報

告
会
は
、
そ
の
き
っ
か
け
と

な
る
機
会
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
」
と
挨
拶
し
た
。

報
告
会
は
、
ま
ず
、
水
産

庁
漁
港
漁
場
整
備
部
計
画
・

海
業
政
策
課
の
劔
崎
聖
生
課

長
補
佐
よ
り
「
次
期
漁
港
漁

場
整
備
長
期
計
画
に
係
る
検

討
状
況
に
つ
い
て
」
と
題
し

た
講
演
か
ら
開
始
さ
れ
た
。

続
い
て
、「
研
究
部
会
報
告
」

と
し
て
、
①
浮
体
式
防
波
堤

・
消
波
堤
の
現
地
調
査
と
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
に
つ
い
て

（
浮
体
式
防
波
堤
専
門
部

会
）
、
②
高
度
衛
生
管
理
型

荷
さ
ば
き
所
に
対
応
し
た
技

術
・
設
備
集
（
衛
生
管
理
研

究
部
会
）
、
③
水
産
土
木
技

術
者
の
た
め
の
藻
場
の
回
復

方
法
Ｑ
＆
Ａ
の
改
訂
に
つ
い

て
（
沿
岸
域
環
境
保
全
専
門

部
会
）
の
３
題
の
報
告
が
あ

っ
た
。

さ
ら
に
、
「
水
産
公
共
関

連
民
間
技
術
の
確
認
審
査
・

評
価
事
業
」
に
関
し
て
は
、

令
和
６
年
度
評
価
技
術
で
あ

る
①
鋼
管
杭
式
防
波
堤
補
強

工
法
（
日
本
製
鉄
株
式
会

社
）
、
②
津
波
の
水
を
感
知

し
遮
断
「
浸
感
弁
」
（
東
電

設
計
株
式
会
社
）
、
③
海
底

マ
ウ
ン
ド
礁
施
工
支
援
シ
ス

テ
ム
（
五
洋
建
設
株
式
会
社
）

の
技
術
概
要
の
紹
介
が
あ
っ

た
。
最
後
に
、
研
究
会
の
会

員
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
、
「
藻
場
の
再
生
か

ら
地
域
の
未
来
へ
～
Ｋ
Ａ
Ｉ

Ｓ
Ｏ

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
の
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
戦
略
～
」
（
Ｋ
Ａ

Ｉ
Ｓ
Ｏ

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
）
と
題

し
て
紹
介
が
あ
っ
た
。

和
歌
山
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
玉
木
久
登
有
田
市

長
）
は
、
２
月
１２
日
（
木
）

和
歌
山
市
内
の
「
ホ
テ
ル
ア

バ
ロ
ー
ム
紀
の
国
」
に
お
い

て
、
令
和
７
年
度
和
歌
山
県

漁
港
漁
場
担
当
者
研
修
会

（
市
町
・
漁
業
協
同
組
合
）

を
開
催
し
た
。
当
研
修
会
は
、

県
と
漁
港
漁
場
協
会
の
共
催

に
よ
り
開
催
し
て
お
り
県
及

び
市
町
並
び
に
漁
業
協
同
組

合
の
漁
港
漁
場
関
係
担
当
者

が
３４
名
参
加
し
た
。

研
修
会
は
、
主
催
者
を
代

表
し
て
赤
松
伸
県
港
湾
漁
港

整
備
課
長
の
挨
拶
に
続
い
て

講
義
が
行
な
わ
れ
た
。

今
年
度
は
、
水
産
庁

漁
港
漁
場
整
備
部
計
画

・
海
業
政
策
課
三
島
康

郎
計
画
官
を
講
師
に
迎

え
参
加
者
は
豊
富
な
知

識
や
経
験
を
も
と
に
し

た
わ
か
り
や
す
い
説
明

を
熱
心
に
聴
講
し
た
。

演
題
と
講
師
は
次
の

と
お
り
。

＊
次
期
漁
港
漁
場
整
備
長
期

計
画
に
係
る
検
討
状
況
に
つ

い
て水

産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

計
画
・
海
業
政
策
課
計
画
官

三
島
康
郎

＊
水
産
物
の
生
産
・
流
通
に

関
す
る
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）
に
つ
い
て

和
歌
山
県
農
林
水
産
部
水

産
局
水
産
振
興
課
漁
場
整
備

班
主
任

干
川
厚

＊
和
歌
山
県
内
の
漁
港
事
業

等
に
つ
い
て

和
歌
山
県
県
土
整
備
部
港

湾
空
港
局
港
湾
漁
港
整
備
課

漁
港
整
備
班
技
師

引
地
省

語＊
漁
港
の
管
理
に
つ
い
て

和
歌
山
県
県
土
整
備
部
港

湾
空
港
局
港
湾
空
港
振
興
課

主
事

速
水
翔
多

��������	 
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漁
港
漁
場
関
係
担
当
課
長
会
議
を
開
催

令

和

７
年
度

都道府県の担当課長ら多数が参加した

第
１０
回
技
術
報
告
会
を
開
催

（
一
社
）
漁
港
漁
場
新
技
術
研
究
会挨拶する

的野課長

挨拶する
橋本会長

漁 港 漁 場 月 報

漁
港
漁
場
担
当
者
研
修
会
を
開
催

漁
港
漁
場
関
係
担
当
職
員
研
修
会
を
開
催

令

和

７
年
度

ながさきＳＵＩＳＡＮ・スクールの様子

～
和
歌
山
県
漁
港
漁
場
協
会
～

～
山
口
県
漁
港
漁
場
協
会
～

山口県漁港漁場関係担当職員研修会の様子

開開催催

和歌山県担当者研修会の様子

ななががささききＳＳＵＵＩＩ
ＳＳＡＡＮＮ・・ススククーールル

令和７年度
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